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研究成果の概要（和文）：本研究ではオーラルフレイル予防に向けた高齢者同士のコミュニティの有効性を検討
するため、地域在宅高齢者を対象に健康教室や地域活動を開催し、その有効性を口腔機能および口腔内免疫の観
点から検討した。さらに要支援・要介護高齢者についても同様に検討した。その結果、唾液HBD-2は介入後にお
いて有意に高まり、オーラルディアドコキネシス（口腔機能）においても介入後に有意に増加した。自律神経活
動の中でも副交感神経活動の高まりと交感神経活動の是正、さらにトータルパワーの高まりが見られた。以上の
ことから地域活動や健康コミュニティへの参加は、自律神経活動バランスを整え、オーラルフレイル予防の一助
を担う可能性がある。

研究成果の概要（英文）：In this study, health classes and community activities were held for the 
elderly at home to examine the effectiveness of communities between the elderly to prevent oral 
flail, and their effectiveness was reviewed from the viewpoint of oral function and oral immunity.
The same was also discussed for the elderly in need of support and nursing care.As a result, saliva 
HBD-2 increased significantly after intervention and also increased significantly after intervention
 in aural diadokinesis.Among autonomic nerve activities, increased parasympathetic activity, 
corrected sympathetic activity, and increased total power were found.From the above, participation 
in community activities and health communities can help to balance autonomic activity and prevent 
oral flail.

研究分野：運動生理学、運動免疫学

キーワード： オーラルフレイル　口腔内局所免疫　地域コミュニティ　健康活動　ストレス　自律神経活動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
口腔内を健康に保つことは疾病予防となり、口腔機能低下を防ぐことが健康寿命の延伸となる。またオーラルフ
レイルが身体フレイルにつながり要支援要介護状態を招く原因となる。そうしたことから我々は一般健常者に対
してオーラルフレイル予防に有効な運動方法について明らかにしてきたが、その予防が必要な高齢者や要支援要
介護高齢者に対する効果検証までは至っていない。そこで本研究ではオーラルフレイル予防に向けた高齢者同士
のコミュニティの有効性を口腔内免疫の観点から検討した。その結果、地域コミュニティへの参加は自律神経活
動バランスを整え（なかでもトータルパワーを高め）、オーラルフレイル予防の一助を担う可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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図 1.運動ストレスに伴う抗菌性ペプチド群の発現

とストレスホルモンとの関連 

図 2.6ヶ月間の運動トレーニング前後の 

運動ストレス時の抗菌性ペプチドの変動比較 

１．研究開始当初の背景 

口腔内を健康に保つことは様々な疾病予防となり，口腔機能低下を防ぐことが健康寿命の延

伸において重要となる．さらにオーラルフレイルの状態が身体フレイルにつながり，要支援・

要介護状態や認知症を招く原因ともなりうる．口腔内は外気にたえず曝露されていることから，

細菌やウイルスなどの病原微生物が侵入しやすく，第一線の防御機構として機能する唾液免疫

成分の働きが重要となる 1,2)．なかでも生体防御システムとして抗菌性ペプチド群の存在が注目

され，それらは自然免疫に属し，感染に対する第一線の防御機構として機能するだけでなく，

自然免疫に続く獲得免疫系を活性化させる働きを有していることが報告されている 3)．特に上

気道感染症の予防や口腔内の健康において重要な役割を担っているのが Human-β-defensin-2 

(HBD-2)であり，気道上皮細胞や唾液腺から分泌され，ウイルスや細菌などに対する抗菌活動

に大きく貢献している 3)．抗菌性ペプチド群は，歯科学や口腔衛生学などで重要とされており，

口腔の健康や上気道感染症との関連については多く報告されているものの，これらの免疫シス

テムに対する運動の影響に関してはこれまで報告されていない．さらに興味深いことに，これ

らの抗菌性ペプチド群の発現には，身体的・精神的ストレスが大きく関与しており，ストレス

負荷に伴い，その発現が抑制されることが動物実験において報告されている（グルココルチコ

イド依存メカニズムとして報告されている）4,5)．我々はこうした背景をもとに口腔内局所免疫

機能である唾液 HBD-2 に着目し，一般健常者に対する運動療法の効果について明らかにして

きた．一般健常者（若年者）を対象にした一過性の高強度長時間運動（運動ストレス）におい

ては，唾液抗菌性ペプチド群の発現が抑制され，ストレスホルモンであるコルチゾールと負の

相関関係にあることを明らかにした（図 1）6)．（動物実験と同様の効果が見られた） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

また，長距離マラソンランを対象にした研究では，トレーニング期のオーバートレーニング

状態が唾液抗菌性ペプチド群の発現を抑制し，上気道感染症への罹患回数を高めることを明ら

かにしてきた 7)．成人女性を対象に 1年間の運動実施頻度と口腔内免疫機能との関連について

は，週 6～7回の高頻度での運動トレーニングの実践は，安静時の唾液 HBD-2を低下させ，1

年間の上気道炎症症状の増加を示し．週 1回の運動トレーニングの実践でも，口腔内の健康度

が高まることを明らかにしてきた 8)．さらに唾液の質的（機能的）評価についても検討を行い，

ストレス負荷をかけた場合，唾液の抗菌能や虫歯菌への抑制能力が低下し，口腔内の免疫環境

の悪化や虫歯菌の活性につながることも報告してきた 9)．またストレス負荷に伴う口腔内免疫

機能の低下を 6ヶ月間の定期的な運動トレーニングの実践により，予防できることも若年者に



おいては確認してきた（図 2）10)．しかしながら，オーラルフレイル予防が最も必要である地

域在宅高齢者や要支援・要介護高齢者に対する効果の検証までは至っておらず，これらオーラ

ルフレイル予防に向けた運動の効果や影響を明らかにした報告は国内外を通じて一切見当たら

ない．高齢者のオーラルフレイル状態が，肺炎や嚥下障害のリスクを高めるだけでなく，身体

フレイルや認知症を引き起こす原因とされていることからも，特に高齢者においては，口腔機

能を高めたり，唾液抗菌性ペプチド群の発現を高めたりするなど，口腔機能の健康の維持増進

を図ることが望まれる．従って，地域在宅高齢者や要支援・要介護高齢者に対するオーラルフ

レイル予防や改善のための運動基準や健康教室の有効性を明らかにすることは，これからの高

齢者の疾病予防や介護予防，健康支援の新たなプログラム立案に大変有益なデータとなりうる． 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的として，これまで口腔内の健康と運動との関連性を明らかにしてきたが，オー

ラルフレイル予防が必要な地域在宅高齢者や要支援・要介護高齢者に対する効果検証までは至

っていない．本研究ではオーラルフレイル予防に向けた高齢者同士のコミュニティの場や運動

教室などの健康支援の有効性を検討することを目的としている． 

特色①：地域在宅高齢者を対象にオーラルフレイル予防に向けた健康支援のあり方を運動介入

や食事指導，コミュニティの形成（高齢者同士の関わり）の観点から検討する． 

特色②： 要支援・要介護高齢者を対象にオーラルフレイルの改善を目的とした健康支援の方法

を検討する． 
 
 
３．研究の方法 
研究①（2019 年度～2020 年度）：地域在宅高齢者を対象に 1年間の健康教室や地域活動（コミ

ュニティの場）を開催し，その有効性を口腔機能および口腔内免疫の観点から検討する． 

 

研究②（2020 年度～2021 年度）：要支援・要介護高齢者を対象に，6ヶ月間の健康支援（運動

や食事介入）がオーラルフレイル予防や改善に有効であるかどうかを検討する． 

 

(1) 対象者の選定 

本研究では，地域在宅高齢者や要支援・要介護高齢者に対するオーラルフレイル予防や改善

のための運動基準や健康教室の有効性を明らかにする．本研究の目的や方法，安全性の説明を

行い，同意を得られた地域在宅高齢者の女性 50名，要支援・要介護高齢者 50名を対象とする． 

対象者の選定にあたり以下の項目に該当する者を選定する．①上気道感染や虫歯が抗菌性ペ

プチド群や唾液免疫成分に影響を及ぼすため，介入前 1ケ月の期間，上気道感染症の罹患が無

いこと，虫歯が無いこと，現在治療中でない者を対象とする．②喫煙が抗菌性ペプチド群の発

現を抑制することから，喫煙者でない者を対象とする．③精神的ストレスが抗菌性ペプチド群

の発現に影響することから，実験日から 6ヵ月間の間に身内などに不幸がなかった者を対象と

する． 

 

(2) 実験内容 

在宅高齢者には週 1回（12ヶ月間），要支援・要介護高齢者には，週 1回（6ヶ月間）の健康

教室または健康支援の場に参加してもらい，介入前後に以下の測定を行う． 

 



測定項目 

①口腔内免疫物質の測定：介入前後に唾液採取を行い，唾液免疫成分である IgA（免疫グロブ

リン A）と HBD-2（抗菌性ペプチド）の測定を行う． 

②オーラルディアドコキネシスの測定（口腔内機能測定）：口腔機能の目安となる反復唾液嚥下

テストとオーラルディアドコキネシスの測定を行う． 

③ストレス度の測定：介入前後に唾液採取を行い，ストレスホルモンであるコルチゾールおよ

び CgA（クロモグラニン A）の測定を行う． 

④自律神経バランスの測定：介入前後に脈波測定器（アルテット DX 加速度脈波測定システ

ム）を用いて自律神経バランス(LF-HF)を測定する． 

⑤唾液抗菌活動の測定：得られた唾液の質的・機能的評価を行うため，虫歯菌(Streptococcus 

mutans)の活性度合いを測定する． 

 

健康支援プログラムに関しては，自治体が開催する教室と連携し、運動指導者，管理栄養士，

保健師の領域から，それぞれ健康プログラムを立案し，指導と実践にあたる．1回の教室は 60

分として前半（20分）は保健師による体調確認と健康トピックスに関する講義，中盤（20分）

レクリエーション，後半（20分）は管理栄養士による栄養アドバイス（嚥下体操など）を実施

する． 地域在宅高齢者や要支援・要介護高齢者に対するオーラルフレイル予防や改善のための

運動基準や健康教室の有効性を明らかにすることは，これからの高齢者の疾病予防や介護予防，

健康支援の新たなプログラム立案に大変有益なデータとなりうる． 
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４．研究成果 

本研究ではオーラルフレイル予防に向けた高齢者同士のコミュニティの場の有効性を検討す

るために下記テーマに取り組んできた。研究①として地域在宅高齢者を対象に 1年間の健康教

室や地域活動を開催し、その有効性を口腔機能および口腔内免疫の観点から検討した。研究②

として要支援・要介護高齢者を対象に 6ヶ月間の健康支援がオーラルフレイル予防や改善に有

効であるかどうかを検討した。研究の最終結果として、地域在宅高齢者 60名および要支援要介

護高齢者 20名を対象に週 1回、6ヶ月間の健康コミュニティ活動の効用を検討した。その結果、

唾液 HBD-2は介入後において有意に高まった。オーラルディアドコキネシスにおいても介入後

に有意に増加した。安静時の交感神経活動においても、介入後において交感神経活動が抑制さ

れストレスの軽減がみられた。唾液中細菌数レベルにおいても介入後では有意に細菌数レベル 

が減少した。以上のことから地域活動や健康コミュニティへの参加は、自律神経活動バランス

を整え、オーラルフレイル予防の一助を担う可能性がある。 
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